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2023年のノーベル化学賞が量子ドットの研究に授与されたことにより、発光材料への関心が一

層高まっている。特に、カルコパイライト化合物をはじめとする多元系化合物は、発光材料とし

ての応用を目指した研究が以前から行われてきた。近年では、有機無機ハイブリッドペロブスカ

イト化合物が、太陽電池のみならず発光材料としても大きな期待を集めている。 

そこで本シンポジウムでは、量子ドットを含む多元系発光材料に焦点を当て、合成や結晶成長

から評価手法に至るまで最新の研究成果を紹介する。発光と光吸収の相互理解に加え、バルクや

表面におけるキャリア再結合の議論を通じて、多元系材料の特性を最大限に活かしたデバイスの

開発および高性能化につながることを期待したい。 
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